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籍していた頃、1973（昭和 48）年 4 月から 1979 年 3 月に至るまで、6 年間にわたって中
高の非常勤講師として採用され、文字通り青春の一時期をこのキャンパスで過ごしたので










































































定できなかった。2015 年度から 4 学期制が導入されると、「仏教概説」は 1・3 学期に開講
されるクラスと 2・4 学期に開講されるクラスとに分かれることとなったが、2・4 学期に
「仏教概説」を受講するクラスについては、同じような状況が残ることとなるので、やがて





































1．「学祖・高楠先生の教育理想とタゴールの学園」（第 7 号 2013）
2．「信仰と信心」（第 12 号 2015）
3．「ひかりといのち」（第 19 号 2017）
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武蔵野大学教養教育リサーチセンター 紀要 e Basis Vol.9（2019.3）
どろうとするものである。「真宗学特講」では、親鸞の主著『教行証文類』（一般に『教行信
証』と呼ばれている）の主要部を講読し、その思想の核心に触れようとするものである。い






















第 18 回の学術大会は、2017 年の 6 月 30 日から 7 月 2 日までの 3 日間にわたって、「浄
土教における自利と利他」という共通テーマのもとに 30 余名が 9 パネルに分かれて発表し
たほか、東京大学名誉教授末木文美士先生による基調講演が行われた。
国際真宗学会は、隔年で日本国内と海外で会場を異にした学術大会を開いており、筆者は
アメリカのバークレイで開かれた第 17 回大会にも出席することができた。第 17 回国際真
宗学会（2015 年 8 月 7 日～ 9 日 於：Jodo Shinshu Center, Berkeley）は「仏教における
主体性」をテーマとして開催されたのであるが、筆者はそのプレイベントとして、同所
で 8 月 6 日に開催されたシンポジウム “Shinran and the Sutra of Immeasurable Life : 
Reections of Reading in the Buddhist Tradition” に参加したのである。これは、龍谷大
学翻訳センターと Institute of Buddhist Studies (Berkeley) との支援を受けて 2012 年から
始まった共同研究の成果を発表するものであった。共同研究員は Dennis Hirota (Ryukoku 
University Translation Center) 、David Matsumoto (Center for Contemporary Shin 
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Buddhist Studies, IBS)、James Fredericks (Loyola Marymount University)、Luis Gómez 



















JR 三鷹駅近くに開設されている「三鷹サテライト教室」である。筆者は就任 3 年目から最
終年度の本年まで毎月 1 回、以下のような題目の下で仏教に関する講座を担当してきた。
「仏教入門：三宝に学ぶ」①②③ 2015 年 1 月～3 月
「仏教入門講座：釈尊の生涯に学ぶ」①～⑥ 2015 年 4 月～9 月
「大乗仏教から浄土教へ」①～⑥ 2015 年 10 月～2016 年 3 月
「真宗入門：親鸞聖人の生涯に学ぶ」①～⑫ 2016 年 4 月～2017 年 3 月
「正信偈に学ぶ：真宗入門」①～⑱ 2017 年 4 月～2018 年 9 月
































































（中村稔編『宮沢賢治詩集』角川文庫 昭和 38 年より）
以上、つたない歩みの振り返りにお付き合いいただき、御礼申し上げたい。教養教育部の
紀要という貴重な誌面を、個人的な思い出話で埋めてしまったことを申し訳なく思いつつ、
最後にこれだけは言っておきたい。お導きいただいた諸先生方、お世話になった事務職の
方々、また、退屈な授業を我慢して聞いてくれた学生諸君、さらには各種の講座に参加いた
だいた聴講者の皆さんのおかげにより、「この 6 年間、私は実に幸せであった」、と。
